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付属資料６ 

中野区保健福祉審議会条例  

平成8年12月16日 

条例第27号 

 

(設置) 

第1条 中野区の保健医療及び社会福祉に関する重要な事項について総合的に検討し、

それらの施策の推進を図るため、区長の附属機関として中野区保健福祉審議会(以下

「審議会」という。)を置く。 

 

(所掌事項等) 

第2条 審議会は、区長の諮問に応じ、次の各号に掲げる事項について調査審議する。 

(1) 保健医療及び社会福祉に係る重要な計画に関すること。 

(2) 保健医療及び社会福祉の施策の連携及び総合化のための基本指針に関するこ

と。 

(3) 介護保険事業の充実及び改善に関すること。 

(4) 前3号に掲げるもののほか、区長が必要と認める事項 

2 審議会は、前項の諮問に対する答申のほか、中野区の保健医療及び社会福祉に関し

て、区長に意見を述べることができる。 

 

(委員) 

第3条 審議会は、委員30人以内をもって組織し、次の各号に掲げる者のうちから区長

が委嘱する。 

(1) 学識経験者 

(2) 保健医療関係者 

(3) 社会福祉関係者 

(4) 区民 

2 委員の任期は、3年とする。ただし、再任を妨げない。 

3 委員が欠けたときは、補欠の委員を置くことができる。この場合において、補欠の

委員の任期は、前任者の残任期間とする。 

 

(臨時委員) 

第4条 区長は、特に専門的知識を要する事項等特定の事項(以下「特定事項」という。)

を検討させるため必要があるときは、前条第1項の委員のほかに、審議会に臨時委員

を置くことができる。 

2 臨時委員は、特定事項の内容を勘案して適当と認められる者のうちから区長が委嘱

する。 

3 臨時委員の任期は、委嘱の日から当該特定事項に係る審議会の検討が終了した日ま

でとする。 
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(会長及び副会長) 

第5条 審議会に会長及び副会長1人を置き、委員の互選によりこれを定める。 

2 会長は、審議会を代表し、会務を総理する。 

3 副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるときは、その職務を代理する。 

 

(会議) 

第6条 審議会は、会長が招集する。ただし、委員の全部が新たに委嘱された後の最初

の審議会については、区長が招集する。 

2 審議会は、委員の半数以上の出席がなければ、会議を開くことができない。 

3 審議会の議事は、出席委員の過半数で決し、可否同数のときは、会長の決するとこ

ろによる。 

4 審議会が特定事項について会議を開き、議決を行う場合において臨時委員が置かれ

ているときは、当該臨時委員を委員とみなして前2項の規定を適用する。 

 

(部会) 

第7条 審議会は、必要に応じて部会を置くことができる。 

 

(委任) 

第8条 この条例の施行について必要な事項は、区長が定める。 

 

附 則 

(施行期日) 

1 この条例は、公布の日から施行する。ただし、附則第3項の規定は、平成9年4月1日

から施行する。 

(中野区福祉審議会条例の廃止) 

2 中野区福祉審議会条例(昭和61年中野区条例第34号)は、廃止する。 

(中野区保健所運営協議会条例の廃止) 

3 中野区保健所運営協議会条例(昭和50年中野区条例第9号)は、廃止する。 

 

附 則(平成19年3月20日条例第10号) 

(施行期日) 

1 この条例は、平成19年5月20日から施行する。 

(中野区介護保険条例の一部改正) 

2 中野区介護保険条例(平成12年中野区条例第29号)の一部を次のように改正する。 

〔次のよう省略〕 

 

 


